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１ はじめに 

  これまで人吉球磨では，村山茂会長（球磨中学校）を中心に，１２校の保健体育科担当

で研究を進めてきた。今年度は発表大会に向けて，一丸となり研究に取り組んできた。 

全ての生徒が楽しさや達成感を味わえる保健体育学習の実現に向けて，研究を行った。 

 

２ 人吉球磨中学校体育研究会主題 

  

 

 

 

 

３ 研究の概要 

 (1) 主題設定について 

   中学校学習指導要領（保健体育科編）に示されている，生涯にわたって心身の健康を

保持増進し，豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成のためには，生

徒が「楽しさ」と「達成感」を味わえる授業の在り方が重要だと考える。そのためには，

生徒のアンケートから明らかになっているように，「わかった，できた」，「以前の自分

より成長できた」，「グループの一員として友達と交流しながら活動できた」といった経

験が必要である。 

そこで，授業づくりの４つの視点を設定し，「全ての生徒が楽しさや達成感を味わえる

授業を目指して」というサブテーマを掲げ，本研究に取り組むことにした。 

 

４ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人吉球磨中体研 

「主体的・対話的で深い学びを実現する保健体育科学習の創造」 

－全ての生徒が楽しさや達成感を味わえる授業を目指して－ 

「主体的・対話的で深い学びを実現する保健体育科学習の創造」 

－全ての生徒が楽しさや達成感を味わえる授業を目指して－ 

仮説：生徒の実態に応じた関わり合いや場面設定の工夫を行えば、主体的・対話的な活動に

意欲的に取り組み，全ての生徒が楽しさや達成感を味わうことができるだろう。 

授業づくりの視点『生徒同士の関わり合いの工夫』 

①グルーピングの工夫   ②ICT機器を活用したグループ学習 

③ルールや活動の場の工夫 ④成長を実感し、達成感を味わう目標設定や評価方法 



５ 研究の実際 

 ① グルーピングの工夫 

 

 

② ICT機器を活用したグループ学習 

 

  

③ ルールや活動の場の工夫 

 

 

 ④ 成長を実感し、達成感を味わう目標設定や評価方法 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の成果と課題 

 （成果）グルーピングの工夫や，生徒の実態に応じたルールや活動の場の工夫を行った

ことで，運動が苦手な生徒も安心して活動できる環境を整えることができた。 

 （課題）３学年を通した学習内容の見通しをもち、どの学年で「何ができるようになる

か」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」等を精選しておく必要がある。また，単元導

入時のオリエンテーションでは、単元のゴールのイメージだけでなく、生徒の個人目

標や目指す姿を具体的に定める活動が必要である。 

生徒の声 グルーピングに生かす 

ポイントを焦点化 前時と本時の接続 撮影場所の工夫 

生徒に合わせたルールの工夫 学習課題に迫るルール 生徒自身が活動の場を選択 

・単元の見通しをもたせる 

・生徒それぞれの目標設定 

・振り返りの視点を事前に

提示 


